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土木・造園科

土木概論

1対象
　

年次 前期開講期 必区分 30時間数 2単位

柳川　恒之担当教員
実務
経験

建設コンサルタント職種

土木工学が安心・安全かつ持続可能な人間社会を築いていくために必要な学問である事を過去の事例や現
代社会の状況から学習する。

授業概要

土木工学が取り扱う対象全体を俯瞰できる。

到達目標

土木の歴史、国土計画、社会基盤整備、交通、水資源（治水・利水）、暮らしとまちづくり（都市計画・
環境保全・防災）の基本的なことを学習する。

授業方法

試験50%試験と課題を総合的に評価する。
確認テスト20%授業内容の理解度を確認するために実施する。
平常点30%積極的な授業参加度、授業態度によって評価する。
レポート個々の到達度により、必要に応じて実施する。

成績評価方法

教科書のポイント部分を黒板に書いてノートに書きとる。また、各回に行う確認テストで理解度を確認す
る。その他、教科書でイメージしにくいところや補足したいところについては事例等のプリントを配布す
る。

履修上の注意

よくわかる土木技術の基本と仕組み　秀和システム

教科書教材

有

講義種別

回数 授業計画

第１回

社会基盤と土木

第２回

暮らしを支えてきた土木技術

第３回

新しい土木技術
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第４回

国土計画と社会基盤の整備

第５回

交通・運輸

第６回

交通１（道路１）

第７回

交通２（道路２）

第８回

交通３（鉄道)

第９回

交通４　(港湾)

第１０回

水資源１

第１１回

水資源２（利水)

第１２回

水資源３（治水）

第１３回

生活用水と排水

第１４回

暮らしとまちづくり１

第１５回

暮らしとまりづくり２


